
　（令和　２  年  ８  月現在）

ふりがな

団体名

ふりがな

代表者氏名

※関連項目に○（複数可）、中心的な活動◎

○ １：保健･医療･福祉 １１：国際協力

２：社会教育 １２：男女共同参画社会の推進

３：まちづくり ○ １３：子ども、青少年健全育成

４：観光の振興 １４：情報化社会の発展

５：農山漁村・中山間地域の振興 １５：科学技術の振興

○ ６：学術･文化･芸術･スポーツ １６：経済活動の活性化

◎ ７：環境保全 １７：職業能力の開発・雇用機会の拡充

８：災害救援活動 １８：消費者の保護

９：地域安全活動 ○ １９：NPOの援助

１０：人権擁護･平和推進

（活動開始）
設立年月日

総会

ホームページ

主な活動場所

会費

会員数

活動内容

瀬戸まちの活動センター登録団体　活動紹介シート

その他

　　有　（年　２　回発行）

せと市民活動
連絡会

活動分野

平成　１６年　９月　１日

猿投の森づくりの会

市内　（　上山路町、北白坂町　）

有　（　年／３,５００円　）

男：　４４　人　　女：　２９　人　　　計：　７３　人

年齢層：（　４０　）代　 ～　（　８０　）代 

活動日・時間

（NPO法人のみ）
法人取得年月日

機関紙の発行

設立目的

定例作業　月　２　回　（　第２火曜日、第４土曜日　）（　９：３０～１５：００　）　

自然観察会(第3水曜日）　炭焼き(10月～3月　第1土曜日)　東大演習林間伐(10月～3月　第3火曜日)

さなげのもりづくりのかい

わだ  とよじ

和田  豊司

日本山岳会員と一般公募会員のボランティア活動により、森林整備、自然環境
の保全を行うとともに、会員相互の交流や啓発をつうじて自然保護の向上と普及
を図るものとする。

有　（　６　月に開催）

有　（　http://sanagenomori.doorblog.jp/　）

瀬戸市にある県有林“やまじの森”、東京大学赤津演習林、および日本山岳会私有地な
どを活動フィールドとして公益的機能と生物多様性をかねそなえた環境にやさしい森づ
くりを行っている。
この地域は焼き物の町瀬戸の裏山として人々の暮らしを支えてきたが、過度な森林伐
採によって禿山と化した時期もあった。その後、治山工事等によって今日では緑豊かな
森に回復しつつある。また、林内を貫く東海自然歩道ハイキング、猿投山登山などを楽
しむ多くの人に親しまれている。
当会は県や東京大学と協定締結、協議を行い、これらの森の雑木林や人工林の整備
（除伐・間伐など）を行うとともに自然観察や散策に適した森づくりを行っている。
当会所有地では森の恵みを体験するために木工、シイタケ栽培、炭つくりなどを経験す
る試みも始めている。森の大切さを体感する教育活動として幼稚園児を森に案内した
り、森の素晴らしさを体験していただくために市民の方が参加可能な森とのふれあい行
事を四季折々に開催している。

加入している


